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　本稿では、有価証券報告書の「事業等のリスク」項目を対象に２種類の辞書を用いたテキスト分析を行い、検
出したリスクに関する用語の出現確率が、株式のリスク指標と正に相関することを示した。この結果は「事業等
のリスク」の記載内容が、株価に反映されるリスクと整合的であることを示すが、年度間のリスク変動に対して
は有意な説明力を持たないことから、リスク構造の変化について新規の情報を提供しているとは言い難い。なお、
本稿は本文と補論で構成されており、詳細を補論で述べている部分については本文中に注が付されている。
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